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［連 載］第 8回

土木学会を知ろう
─委員会の紹介

委
員
会
の
生
い
立
ち

　

水
工
学
委
員
会
の
歴
史
は
、1
9
4
0（
昭

和
15
）年
に
さ
か
の
ぼ
る
。同
年
7
月
に
、土

木
学
会
2
番
目
の
調
査
研
究
委
員
会
と
し
て

水
理
公
式
調
査
委
員
会（
鈴
木
雅
次
委
員
長
）

が
設
置
さ
れ
、調
査
研
究
を
進
め
成
案
を
得

た
の
ち
1
9
4
2
年
7
月
に
解
散
し
た
。と

こ
ろ
が
、こ
の
成
案
は
戦
災
で
焼
失
。戦
後

た
だ
ち
に（
1
9
4
6
年
10
月
）、
安あ

芸き

皎こ
う

一い
ち

委
員
長
ほ
か
29
名
の
委
員
を
も
っ
て
委
員

会
を
再
開
し
、
公
式
集
の
原
案
を
再
構
築
、

1
9
4
9（
昭
和
24
）年
9
月
に
よ
う
や
く

水
理
公
式
集
の
第
一
刷
を
刊
行
す
る
こ
と
が

で
き
た
。こ
の
出
版
を
機
会
に
常
置
委
員
会

「
水
理
委
員
会
」を
設
置
し
、1
9
5
2
年
に

は
全
国
的
な
組
織
に
改
組
し
た
。こ
う
し
て

現
在
の
水
工
学
委
員
会
と
な
っ
た
次
第
で
あ

る
。第
二
次
世
界
大
戦
で
荒
廃
し
た
山
河
に
、

次
々
と
襲
来
す
る
大
型
台
風
や
豪
雨
に
よ
っ

て
、毎
年
の
よ
う
に
千
人
以
上
の
死
者
を
数

え
た
大
水
害
が
生
起
し
た
当
時
、河
川
整
備
、

水
工
計
画
、水
工
設
計
の
重
要
性
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
お
り
、水
理
学
を
確
立
、体
系

化
す
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。水

理
委
員
会
の
発
足
は
、ま
さ
に
そ
う
し
た
時

代
の
要
請
に
応
え
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

水
理
研
究
会
か
ら
水
工
学
講
演

会
、
水
工
学
委
員
会
へ

　

水
理
学
研
究
の
国
際
学
会
と
し
て
最
も
歴

史
と
権
威
の
あ
る
学
会
は
I
A
H
R
で
あ

る
。
長
年
、
国
際
水
理
学
会（International 

A
ssociation of Hydraulic Research

）の
名

で
親
し
ま
れ
て
き
た
が
、応
用
面
で
の
研
究

に
力
を
入
れ
る
た
め
、一
時
期International 

A
ssociation of Hydraulic Engineering 

and Research

と
名
称
を
変
更
し
た
。
さ

ら
に
、
時
代
の
趨
勢
と
し
て
環
境
問
題
に

も
っ
と
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、玉
井
信
行
会
長
の
時
に
国
際
水
圏
環

境
工
学
会（International A

ssociation for 

Hydro-Environm
ent Engineering and 

Research

）と
改
称
し
た
。略
称
は
、歴
史
と

伝
統
の
あ
る
I
A
H
R
の
ま
ま
で
あ
る
。

　

こ
の
I
A
H
R
は
、1
9
3
5
年
設
立
で

あ
る
が
、わ
が
国
の
土
木
学
会
の
水
理
関
係

の
研
究
者
は
戦
後
1
9
5
0
年
頃
か
ら
参
加

し
始
め
、水
理
研
究
会
を
1
9
5
6
年
に
発

足
さ
せ
た
。こ
の
水
理
研
究
会
の
第
1
回
講

演
会（
22
編
の
研
究
発
表
）
が
1
9
5
6
年

5
月
に
行
わ
れ
た
。水
理
研
究
会
は
5
回
続

い
た
が
、そ
の
後
は
、水
理
講
演
会
と
な
っ

た
。1
9
7
3
年
ま
で
は
20
編
程
度
の
著
名

な
先
生
方
の
講
演
が
主
で
、多
く
の
聴
衆
を

集
め
る
よ
う
に
な
り
、発
表
論
文
は
水
理
講

演
会
論
文
集
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
き
た
。こ

の
論
文
集
は
、そ
の
後
、高た
か
さ
お
た
く
ま

棹
琢
馬
委
員
長

の
時
に
、第
34
回（
1
9
9
0
年
）か
ら『
水

工
学
論
文
集
』
と
名
称
変
更
し
て
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

　

水
工
学
論
文
集
に
改
称
し
た
頃
は
、

1
2
0
編
程
度
の
論
文
発
表
数
に
拡
大
し

て
い
た
が
、
近
年
で
は
、
さ
ら
に
増
大
し
、

約
4
0
0
編
の
投
稿
を
受
け
付
け
、
そ
の

う
ち
約
3
0
0
編
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

2
0
1
3（
平
成
25
）年
に
は
第
57
巻
が
発

刊
さ
れ
た
。ま
た
、水
工
学
講
演
会
に
改
称

し
て
以
後
、優
秀
な
研
究
成
果
の
顕
彰
と
若

い
研
究
者
の
研
究
を
奨
励
す
る
目
的
で
水
工

学
論
文
賞（
毎
年
1
件
）と
論
文
奨
励
賞（
毎

年
3
件
程
度
）を
設
け
て
い
る
。査
読
か
ら

採
択
、出
版
に
至
る
ま
で
の
作
業
は
、水
工

学
論
文
編
集
小
委
員
会
が
担
当
し
て
い
る
。

な
お
、
土
木
学
会
論
文
集
の
改
編
に
よ
り
、

水
工
学
論
文
集
は
第
55
巻（
2
0
1
1
）
よ

り
土
木
学
会
論
文
集
の
特
別
号
の
扱
い
と
な

り
、従
来
通
り
毎
年
2
月
に
発
刊
さ
れ
る
と

と
も
に
、土
木
学
会
論
文
集
B
1 

Vo
l
．67

（
2
0
1
1
）No
．4（
水
工
学
論
文
集
第
55

巻
）
と
し
て
J
─

S
t
a
g
e
に
ア
ッ
プ
さ

れ
た
。

　

そ
の
後
、社
会
情
勢
の
変
化
や
科
学
技
術

の
発
展
に
応
じ
て
、水
理
学
が
関
わ
る
べ
き

対
象
は
拡
大
・
多
様
化
し
、物
理
現
象
と
し

て
の
水
の
流
れ
に
関
わ
る「
水
理
学
」の
枠

を
越
え
て
広
汎
と
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

委
員
会
名
称
の
変
更
の
議
論
が
持
ち
上
が

り
、2
0
0
3（
平
成
15
）年
3
月
に「
水
工

学
委
員
会
」と
名
称
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

水
理
委
員
会
お
よ
び
水
工
学
委
員
会
の
歴

代
委
員
長
を
表
1
に
示
す
。

社
会
の
動
き
と

委
員
会
の
対
応

　

当
委
員
会
で
は
、多
数
の
小
委
員
会
が
活

動
し
て
い
る
。水
理
公
式
集
の
改
訂
の
た
め

水工学委員会
寶 馨

フェロー会員
京都大学 理事補、防災研究所 教授

TAKARA Kaoru
1957年滋賀県生まれ。1979年京都
大学工学部土木工学科卒業。修士課
程修了後、京都大学工学部助手、岐
阜大学工学部助教授。工学博士。専
門は、水文学、洪水災害、極値統計
論，防災技術政策。前 水工学委員長。
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の
委
員
会
以
外
で
、初
め
て
水
理
委
員
会
の

中
に
設
置
さ
れ
た
小
委
員
会
は
、「
水
文
小

委
員
会
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
国
際
連
合

教
育
科
学
文
化
機
関（
ユ
ネ
ス
コ
）の
国
際

科
学
協
力
事
業
と
し
て
1
9
6
5
年
か
ら

1
9
7
4
年
に
実
施
さ
れ
た「
国
際
水
文
学

に
関
す
る
十
年
計
画（
I
H
D
）」に
対
応
す

る
た
め
に
1
9
6
4
年
6
月
に
設
置
さ
れ
た

も
の
で
、水
文
学
の
調
査
研
究
が
推
進
さ
れ
、

わ
が
国
で
も
い
く
つ
か
の
大
学
で
試
験
流
域

が
設
定
さ
れ
、水
文
過
程
の
観
測
や
モ
デ
ル

化
に
関
す
る
研
究
が
進
展
し
た
。
そ
の
後
、

I
H
D
は「
国
際
水
文
学
計
画（
I
H
P
）」

と
し
て
現
在
も
ユ
ネ
ス
コ
の
も
と
で
活
動
し

て
い
る
。

　

こ
の
水
文
小
委
員
会
は
、日
野
幹
雄
委
員

長
の
時（
1
9
8
8
年
）に「
水
文
部
会
」と

名
を
変
え
、同
時
に「
基
礎
水
理
部
会
」、「
環

境
水
理
部
会
」が
発
足
し
、三
部
会
制
と
な
っ

た
。1
9
9
8
年
に
は
、「
河
川
部
会
」
が
加

わ
り
、
現
在
は
四
部
会
制
と
な
っ
て
い
る
。

各
部
会
は
、研
究
集
会
、現
地
見
学
会
な
ど

を
企
画
し
、大
学
等
の
研
究
者
・
学
生
の
み

な
ら
ず
、実
務
現
場
の
技
術
者
や
行
政
担
当

者
、さ
ら
に
は
一
般
住
民
の
参
加
の
機
会
を

設
け
、最
新
の
水
問
題
の
動
向
の
情
報
共
有

と
そ
の
解
決
方
法
を
探
っ
て
い
る
。

　

河
川
部
会
は
、先
行
三
部
会
を
横

断
的
に
連
携
す
る
機
能
を
有
し
て

い
る
。河
川
の
概
念
を
水
・
土
砂
・

物
質
循
環
系
と
し
て
広
義
に
解
釈

し
、河
川
技
術
を
、人
だ
け
で
な
く

さ
ま
ざ
ま
な
生
物
と
河
川
と
の
関

係
を
よ
り
良
い
も
の
と
し
て
い
く
た

め
の
実
践
的
技
術
の
総
体
と
し
て

と
ら
え
て
、産
学
官
に
お
け
る
学
術

研
究
・
応
用
研
究
や
技
術
開
発
の

進
展
を
目
指
し
て
い
る
。毎
年
、河

川
技
術
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
同
時
に

発
刊
さ
れ
る
河
川
技
術
論
文
集
は

1
9
9
5
年
以
後
、2
0
1
3
年
で
第
19
巻

を
数
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

水
理
公
式
集
改
訂
の
小
委
員
会
、水
文
小

委
員
会
、水
工
学
論
文
集
編
集
小
委
員
会
の

ほ
か
に
、こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
小
委
員
会

が
そ
の
都
度
構
成
さ
れ
、成
果
を
上
げ
て
き

た
。

　

1
9
8
8
年
に
部
会
制
に
し
た
以
後
は
、

部
会
内
に
よ
り
細
分
化
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い

て
研
究
分
科
会
が
設
け
ら
れ
、研
究
活
動
を

行
っ
て
い
る
。部
会
を
横
断
し
た
形
の
研
究

小
委
員
会
と
し
て
は
、東
南
ア
ジ
ア
河
川
研

究
小
委
員
会
、流
量
観
測
高
度
化
研
究
小
委

員
会
が
あ
る
。
ま
た
、2
0
1
3
年
か
ら
水

害
対
策
研
究
小
委
員
会
を
設
け
、頻
発
す
る

水
災
害
の
調
査
研
究
や
調
査
手
法
に
関
す
る

研
究
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。

水
工
学
委
員
会
の
年
間
活
動

　

委
員
会
主
催
の
毎
年
定
例
の
活
動
に
つ
い

て
年
間
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
し
た
が
っ
て
整
理

す
る
と
、以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

2
月　

水
工
学
論
文
集
刊
行

　

3
月　

水
工
学
講
演
会（
河
川
災
害
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、ア
ゲ
ー
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

　

6
月　

河
川
技
術
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、河
川
技
術
論
文
集
刊
行

　

7
月
〜
8
月　

水
工
学
に
関
す
る
夏
期
研

修
会

　

7
月
〜
8
月　

水
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、河
川
災
害
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
自
然
災
害
研
究
協
議
会（
2

	

0

	
0
	1	

年
に
京
都
大
学
防
災
研
究
所
内
に
設

置
）
と
の
共
催
に
よ
る
も
の
で
、
当
該
年

の
国
内
外
の
災
害
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
、
調
査
に
携
わ
っ
た
人
か
ら
の
話
題

提
供
と
質
疑
応
答
を
行
っ
て
い
る
。
ア

ゲ
ー
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
地
球
規
模

環
境
水
理
学
懇
談
会（
A
G
E
H
R
）

を
経
て
1
9
9
2
年
に
設
置
し
た
地
球
規
模

環
境
水
理
学
小
委
員
会
が
主
催
す
る
も
の
で

あ
る
。両
者
は
、水
工
学
講
演
会
の
同
じ
日

に
時
間
を
設
け
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　

水
工
学
に
関
す
る
夏
期
研
修
会
は
、
海

岸
工
学
委
員
会
と
の
共
催
で
、実
務
現
場
の

技
術
者
や
大
学
院
生
を
主
な
対
象
と
し
て
、

1
9
6
5
年
よ
り
開
催
し
て
き
た
。今
年
は
、

第
49
回
と
な
る
。講
義
集
を
事
前
に
作
成
し
、

当
日
の
講
義
時
に
配
布
し
て
研
修
の
実
を
上

げ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。全
国
を
巡
回
し
て

実
施
す
る
の
で
、夏
休
み
時
期
の
旅
行
を
兼

ね
た
楽
し
い
行
事
と
し
て
人
気
を
博
し
て
き

た
。

　

水
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、道
上
正
䂓
委
員
長

の
時（
1
9
9
6
年
）
に
開
始
さ
れ
た
も
の

1940 〜 1942　鈴木 雅次（日　大） 1987 〜 1989　日野 幹雄（東工大）
1946 〜 1960　安芸 皎一（東　大） 1989 〜 1991　高棹 琢馬（京　大）
1960 〜 1963　伊藤 　剛（東　大） 1991 〜 1993　村本 嘉雄（京　大）
1963 〜 1968　石原 藤次郎（京　大） 1993 〜 1995　高木 不折（名　大）
1968 〜 1971　林 　泰造（中　大） 1995 〜 1997　道上 正䂓（鳥取大）
1971 〜 1973　吉川 秀夫（東　大） 1997 〜 1999　玉井 信行（東　大）
1973 〜 1974　嶋 　祐之（東　大） 1999 〜 2001　池田 駿介（東工大）
1974 〜 1975　岩佐 義朗（京　大）（注1） 2001 〜 2003　砂田 憲吾（山梨大）
1975 〜 1977　岸　 　力（北　大） 2003 〜 2005　小松 利光（九　大）
1977 〜 1979　千秋 信一（電中研） 2005 〜 2007　辻本 哲郎（名　大）
1979 〜 1981　岩佐 義朗（京　大） 2007 〜 2009　山田 　正（中　大）
1981 〜 1983　室田 　明（阪　大） 2009 〜 2011　中川 　一（京　大）
1983 〜 1985　芦田 和男（京　大） 2011 〜 2013　寶　 　馨（京　大）
1985 〜 1987　中川 博次（京　大） 2013 〜 2015　道奥 康治（神戸大）

（注1）委員長逝去のため幹事長が代行

表1　水理委員会・水工学委員会の歴代委員長



土木学会誌 vol.98 no.8 August 2013 50

［連 載］第 8回

土木学会を知ろう
─委員会の紹介

で
、土
木
学
会
水
工
学
委
員
会
、国
土
交
通

省
、
開
催
県（
お
よ
び
市
町
村
を
含
む
）が

協
力
し
て
、当
地
の
水
問
題
に
つ
い
て
認
識

を
共
有
・
啓
発
す
る
テ
ー
マ
を
設
定
し
、と

も
に
問
題
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。小
学
生
や
中
学
生
も
含
む
地
域
住
民
の

皆
さ
ま
の
参
加
を
得
て
、毎
年
数
百
人
規
模

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

水
工
学
委
員
会
の
構
成

　
図
1
に
水
工
学
委
員
会
の
全
体
的
な
構
成

（
2
0
1
3
年
5
月
現
在
）
を
示
す
。
図
中
、

白
色
の
箱
が
水
工
学
委
員
会
の
直
轄
組
織
、

白
抜
き
は
学
会
内
の
他
委
員
会
等
、破
線
の

箱
は
学
会
外
の
組
織
で
あ
る
。委
員
長（
副

委
員
長
を
置
く
場
合
が
あ
る
）お
よ
び
幹
事

長（
水
工
学
委
員
会
幹
事
会
の
統
括
）の
も

と
に
、四
部
会
、各
種
小
委
員
会
、編
集
小
委

員
会
、河
川
懇
談
会（
国
土
交
通
省
水
管
理
・

国
土
保
全
局
と
の
連
絡
窓
口
の
機
能
も
有
す

る
）を
置
い
て
い
る
。水
理
公
式
集
改
訂
検

討
小
委
員
会
と
水
理
実
験
指
導
書
編
集
小
委

員
会
は
、水
工
学
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

な
る
が
、出
版
委
員
会
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
J
H
H
E
編
集
小
委
員
会
は
、そ
の
役
割

を
終
え
、2
0
1
3（
平
成
25
）年
度
か
ら
は

土
木
学
会
英
文
論
文
集（
B
部
門
）の
編
集

小
委
員
会
と
な
る
。ま
た
、土
木
計
画
学
委

員
会
と
は
共
同
で「
流
域
管
理
と
地
域
計
画

の
連
携
方
策
研
究
小
委
員
会
」を
設
置
し
て

お
り
、水
工
技
術
と
河
川
計
画
・
国
土
計
画

の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、土
木
学
会
内
の
環
境
工
学
委
員

会
、地
球
環
境
委
員
会
、海
岸
工
学
委
員
会
、

環
境
シ
ス
テ
ム
委
員
会
、I
S
O
対
応
特

別
委
員
会
に
は
、必
要
に
応
じ
て
水
工
学
委

員
を
送
り
込
ん
で
連
携
し
て
い
る
。タ
イ
で

2
0
1
1
年
に
起
き
た
洪
水
後
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
対
応
の
た
め
の
小
委
員
会
は
、そ
の
役

割
を
終
了
し
た
。ま
た
、水
理
・
水
文
に
関

す
る
多
様
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
標
準
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム（Com

m
onM
P

）を
構
築
す
る

た
め
の
小
委
員
会
は
2
0
1
1（
平
成
23
）年

度
で
役
割
を
終
え
、学
会
外
の
組
織
と
し
て

「Com
m
onM
P

開
発
・
運
営
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」に
体
制
を
変
え
た
が
、水
工
学
委
員
会

と
の
連
携
を
保
っ
て
い
る
。

委
員
会
を
中
心
と
す
る

国
際
的
な
活
動

　

土
木
学
会
の
中
で
は
、水
理
委
員
会
は
早

い
時
期
か
ら
前
述
の
I
A
H
R
や
I
H
D

に
対
応
す
る
な
ど
、国
際
活
動
を
先
駆
け
て

き
た
と
言
え
る
。1
9
8
0
年
か
ら
の
4
年

間
は
、国
際
交
流
小
委
員
会
を
設
け
、途
上

国
河
川
を
対
象
と

し
た
学
術
交
流
お

よ
び
情
報
収
集
を

行
っ
た
。ま
た
、英
文

論
文
集
編
集
小
委

員
会
を
1
9
8
2

年
10
月
に
発
足
さ

せ
、Journal of 

H
ydroscience 

and H
ydraulic 

E
n
g
in
eerin

g

（
J
H
H
E
）を
刊

行
し
て
、わ
が
国
の

水
理
学
・
水
文
学
・

水
工
学
の
成
果
を

世
界
に
発
信
し
て

き
た
。J
H
H
E

は
、土
木
学
会
英
文

論
文
集
に
統
合
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、

2
0
1
2
年
に
創

刊
30
巻
を
も
って
そ

の
役
割
を
終
え
た
。

な
お
、水
理
委
員

会
の
英
語
名
称
は
、

C
om
m
ittee on 

H
ydraulics

で
あっ

た
が
、水
工
学
委
員

図1　水工学委員会の構成図（2013年5月現在）
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会
に
な
って
か
ら
は
、こ
の
J
H
H
E
の
名
称

を
使って
、Com

m
ittee on H

ydroscience 

and H
ydraulic Engineering

と
し
て

い
る
。

　

2
0
1
1
年
に
は
、
水
工
学
委
員
会
に

お
い
て
I
A
H
R
の
日
本
支
部（Japan 

Chapter
）を
発
足
さ
せ
た
。I
A
H
R
に
は
、

本
間
仁
が
1
9
6
4
年
に
副
会
長
に
就
任
し

た
の
を
皮
切
り
に
、そ
の
後
、林
泰
造
が
副

会
長
お
よ
び
会
長（
1
9
7
2
～
1
9
7
4

年
）、
岩
佐
義
朗
、
和
田
明
、
日
野
幹
雄
が

副
会
長
、玉
井
信
行
が
副
会
長
お
よ
び
会
長

（
2
0
0
8
〜
2
0
1
2
）を
務
め
て
き
た
。

ま
た
、I
A
H
R
に
は
、ア
ジ
ア
太
平
洋
部

会
が
あ
り
、そ
の
部
会
長
を
2
0
1
0
年
よ

り
田
中
仁
が
務
め
て
い
る
。2
0
0
6
年
に

I
A
H
R
の
創
設
70
周
年
を
記
念
し
て
制
定

さ
れ
た
I
A
H
R
大
賞
と
な
るYalin

賞（
土

砂
水
理
学
者
の
故Yalin

教
授
の
名
前
に
ち

な
ん
だ
）は
、水
理
水
工
学
の
教
育
・
研
究

に
大
き
く
貢
献
し
た
研
究
者
を
顕
彰
す
る
も

の
で
、こ
の
第
1
回（
2
0
0
7
年
）受
賞
者

はGary Parker

（
イ
リ
ノ
イ
大
）、第
2
回

（
2
0
0
9
年
）
は
禰
津
家
久（
京
大
）
で
、

い
ず
れ
も
わ
が
国
の
水
工
学
の
発
展
に
大
き

な
貢
献
を
な
し
た
方
々
で
あ
る
。こ
の
よ
う

に
、I
A
H
R
を
通
じ
た
水
理
学
分
野
に
お

け
る
国
際
的
な
地
位
は
た
い
へ
ん
高
い
も
の

が
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、国
際
科
学
会
議（
I
C
S
U
）

の
加
盟
団
体
の
一
つ
で
あ
る
国
際
測
地
学
地

球
物
理
学
連
合（
I
U
G
G
）の
傘
下
に
あ
る

国
際
水
文
科
学
会（
I
A
H
S
、1
9
2
2
年

設
立
）に
お
い
て
は
2
0
0
0
～
2
0
0
4

年
に
は
、わ
が
国
か
ら
は
初
め
て
竹
内
邦
良

（
山
梨
大
）が
会
長
を
務
め
、I
A
H
S
国
際

水
文
学
賞（
2
0
1
2
年
）
を
受
賞
し
て
い

る
。国
際
水
資
源
学
会（
I
W
R
A
）は
、米

国
水
資
源
学
会（
A
W
R
A
）な
ど
米
国
の

主
導
に
よ
り
1
9
7
1
年
に
設
立
さ
れ
た
。

わ
が
国
は
、I
W
R
A
国
内
委
員
会
を
つ
く

り
、建
設
省
河
川
計
画
課（
現
・
国
土
交
通

省
）の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、学
・
民
・
官

の
協
力
の
も
と
に
同
学
会
に
対
応
し
て
き

た
。ア
メ
リ
カ
地
球
物
理
学
連
合（
A
G
U
）

の
西
太
平
洋
地
球
物
理
会
議（
W
P
G
M
）、

近
年
で
は
、ア
ジ
ア
大
洋
州
地
球
物
理
学
会

（
A
O
G
S
）、ア
ジ
ア
太
平
洋
水
文
水
資
源

協
会（
A
P
H
W
）、ユ
ネ
ス
コ
I
H
P（
前

述
）な
ど
へ
の
貢
献
も
少
な
く
な
い
。こ
れ

ら
の
国
際
会
議
を
折
に
触
れ
て
日
本
で
開
催

し
、水
工
学
委
員
会
お
よ
び
そ
の
メ
ン
バ
ー

が
実
行
委
員
会
な
ど
に
お
い
て
活
躍
し
て

い
る
。

　

今
年
2
0
1
3
年
は
、
国
連
水
協
力
年

で
あ
る
。水
問
題
は
、土
木
工
学
の
中
で
も

優
れ
て
学
際
的
な
分
野
で
あ
る
。多
様
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー（
利
害
関
係
者
）と
の
よ
り

一
層
の
協
力
の
も
と
に
、委
員
会
と
し
て
も

国
内
外
の
水
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
課
題
と
展
望

　

水
問
題
の
多
様
化
が
、逆
に
、水
工
学
関

係
の
大
学
教
員
ポ
ス
ト
を
減
少
さ
せ
て
い
る

と
い
う
現
実
が
あ
る
。国
内
的
な
土
木
事
業

の
抑
制
・
減
少
、公
務
員
数
の
削
減
な
ど
の

社
会
的
要
因
も
こ
う
し
た
現
象
に
陰
を
投
げ

か
け
て
い
る
と
言
え
な
く
も
な
い
。
一
方
、

海
外
で
は
継
続
的
に
成
長
し
て
い
る
国
々
に

お
い
て
土
木
事
業
、土
木
技
術
者
の
ニ
ー
ズ

は
ま
だ
し
ば
ら
く
確
実
に
拡
大
し
て
い
く
こ

と
と
思
わ
れ
る
。こ
の
よ
う
な
対
照
的
な
彼

我
の
状
況
を
踏
ま
え
、有
能
な
若
い
人
材
を

確
保
し
て
、こ
の
分
野
を
持
続
的
に
発
展
さ

せ
る
た
め
の
方
策
を
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、水
が
重
要
施
設

に
与
え
る
影
響
、沿
岸
域
か
ら
の
津
波
や
高

潮
の
遡
上
、放
射
線
物
質
の
輸
送
と
拡
散
の

問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。こ
れ
は
、

近
い
将
来
に
予
測
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ

地
震
に
よ
る
災
害
リ
ス
ク
に
対
す
る
水
工
学

的
検
討
の
重
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
。ま
た
、

同
じ
2
0
1
1
年
の
タ
イ
・
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ

川
の
洪
水
災
害
に
よ
る
工
業
団
地
の
被
災

は
、業
務
継
続
計
画（
B
C
P
）の
重
要
性
と

そ
の
た
め
の
水
災
害
の
予
測
や
防
御
の
必
要

性
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。水
工
学
の
取
り
扱

う
べ
き
対
象
は
増
大
の
一
途
で
あ
る
。異
分

野
の
人
た
ち
と
も
共
同
し
な
が
ら
水
問
題
を

解
決
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求

め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

写真1　超過洪水シンポジウム（於：土木学会、2012年5月25日）

参
考
文
献
等

（
1
）	土
木
学
会
：
土
木
学
会
の
80
年
、
土
木
学
会

誌
、
1
5
3
〜
1
5
6
頁
、
1
9
9
4
年

（
2
）	田
中
仁
：
土
木
学
会
創
立
90
周
年
記
念
特

別
号
（
90
年
誌
）
、
土
木
学
会
略
史
1
9
9
4
─

2
0
0
4
、1
3
2
〜
1
3
5
頁
、
2
0
0
4
年

（
3
）	水
工
学
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://

com
m

ittees.jsce.or.jp/hydraulic/


